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今年も残すところあとわずかになりましたが、この一年を振り返ってみて私が特に印象に残っているのはノー

ベル医学・生理学賞を受賞した京都大学の山中伸弥教授です。私達日本人にとっての誇りを実感することのでき

た快挙といえるのではないでしょうか。 
さて、塾生のみなさんは、もうじき待ちに待った冬休みに入ります。特に年末年始は気持ちが開放的になり、

生活のリズムが乱れがちになるものです。そうならないように注意してほしいと思います。 
 ところで、最初の言葉は仏教の教えを深く学んだ書家であり詩人でもあった相田 みつをの代表的な著書「に

んげんだもの」の中に出てくる詩の一節です。 
 「れ」と「ら」の一字違いですが、その差はとても大きいと思います。 
 私の教師時代、宿題を提出しない生徒にその理由を聞くと、「部活動で疲れてやれませんでした」と言う者は

まだしも、「忘れました」と平然として答える者がいました。遅刻の多い生徒も同じです。「起きれなかった」の

か「起きる気がなかった」のか、本人の意志が今一つはっきりしないのです。 
 『一事が万事』と言いますが、むしろ『一字が大事』と言った方がいいのではないでしょうか。 
 人は何故か素直に自分のミスを認めようとしないものです。あれこれ理屈をつけたがります。人間の性として

仕方のないことだと思いますが、塾生のみなさんにはせめて自分自身に正直に「やれなかった」のか「やらなか

った」のか、問い詰める心を持ちたいものです。 
 最後に希薄になりつつある親子の対話がこの冬休み一層深まることを期待します。どうぞよいお年を ! 
 
 

 
※ 1 月の塾生紹介は、池田沙和さんと譜久元栄子さんを紹介します。 
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〈先生からのコメント〉 厳しさの中にも温かみのある誠実な人柄

は、多くの人に慕われています。社長と

して一人の人間として堅忍不抜の精神を

備えた立派な人格者だと思います。また、

塾に対する熱い思いも人一倍強く、子供

達の塾生が可愛くてたまらないそうで

す。世話人会の皆さんには、頭が下がる

思いですと話してくれました。 

『やれなかった やらなかった どっちかな』 
寺子屋・こども論語塾 主宰 新田 修 


